
「ケアラー支援をみんなで考える研修会」 開催要項 
～令和７年度ボランティア・市民活動フォーラム～ 

 

１ 趣旨 

   高齢者介護や障がいのある方への支援、医療的ケア、精神疾患やひきこもりへの対応など、家族や身近

な人が無償で担う「ケア」は、私たちの暮らしを支える重要な役割を果たしています。こうしたケアを担

う人々は「ケアラー」と呼ばれ、近年は子どもや若者が家族のケアを担う「ヤングケアラー」を含め、そ

の負担や課題が社会的に注目されています。 

しかし、ケアラーの多くは、自ら支援を求めることが難しく、心身の負担や孤立、生活への影響を抱え

ながらも、支援につながらないまま過ごしている現状があります。制度や専門的な支援体制が整備されつ

つある一方で、日常生活の中でケアラーに気づき、声をかけ、支援につなげていくためには、福祉や医療

の専門職だけでなく、住民、地域活動に関わる人、学校や職場など、さまざまな立場の人の理解と関わり

が欠かせません。 

本研修会は、ケアラー支援の基本的な考え方や現状を共有するとともに、一人ひとりが日常の中ででき

る「気づき」「見守り」「つなぎ」の役割について理解を深め、無理のない関わり方を考える機会とし、ま

た、ケアラー支援を一部の専門職や関係機関だけの課題とせず、「みんなで考えるべき身近な課題」として

捉えることを目的に開催します。 

 

２ 主催 

社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会 

 

３ 日時 

令和８年3月17日（火）１３時から１６時（１２時１５分から受付開始） 

 

４ プログラム 

時 間 内 容 

12:15～13:00 ・受付 

13:00～13:10 ・開会、挨拶、オリエンテーション 

13:10～14:20 【基調講演】「ケアラー支援の基礎理解」 

・講師 ： 北海道大学大学院 保健科学研究院 准教授 松澤 明美氏 

ケアラーの現状と課題について、基本的な考え方を学びます。ケアラーが抱えや

すい困りごとや支援につながりにくい背景を理解するとともに、地域や日常生活

の中でケアラーに気づくための視点や、身近な立場でできる関わり方について考

えます。 
 

14:20～14:30 ・休憩 

14:30～16:00 【事例発表】「地域で気づくケアラー支援の視点」 

・発表者 

ami seed(アミシード) 代表 清水 直美 氏 「Wケアラーに関して」 

  ※その他の発表者については調整中 

・コーディネーター 

北海道大学大学院 保健科学研究院 准教授 松澤 明美氏 

16:00 ・閉会 



【講師プロフィール】北海道大学大学院保健科学研究院准教授 松澤 明美（まつざわ あけみ）氏 

・北海道大学大学院保健科学研究院 創成看護学分野 小児看護学教室 准教授 

・一般社団法人 日本ケアラー連盟 理事 

・専門は小児看護学・家族看護学 

・筑波大学大学院人間総合科学研究科ヒューマン・ケア科学専攻 博士課程を修了し、博士（ヒューマ

ン・ケア科学）を取得 

・社会福祉法人聖母会 天使病院 小児病棟、茨城キリスト教大学 看護学部看護学科を経て、2022年よ

り現職 

・障がいのある子どもを育て、ケアする家族への支援に関する研究に取り組む 

・また現在、茨城県ケアラー支援に関する有識者委員会の委員を務める 

 

5 会 場 

アダストリア みとアリーナ 2階 会議室（水戸市緑町2丁目3-10） 

    

6 対 象 

行政職員、社会福祉協議会職員、自治会・町内会関係者、民生委員・児童委員、福祉・介護・医療関係

者、教育関係者（学校・保育所等）、企業・労働関係団体担当者、NPO・ボランティア団体関係者、その他

ケアラー支援に関心のある方 

 

7 定員及び参加費 

【定員】１00名  【参加費】 無料 

 

8 参加申込 

令和８年３月12日（木）までに下記URL（Googleフォーム）または、 

FAXでお申し込みください。 

※なお、FAXでのお申し込みの場合は、誤送信防止のため、 

お手数でもFAX送信後、確認のお電話をいただきたくお願い申しあげます。 

■【GoogleフォームURL】https://forms.gle/TZcXv7yCzW2zUNgK9  

■FAX：029-241-1434 

（FAX送信後確認のお電話をお願いいたしますTEL：029-243-3805） 

※定員になり次第締め切りといたします。本会から連絡がない場合は、参加可能と御判断ください。 

※申込書から、氏名、所属を掲載する参加者名簿を作成して当日配布します。 

 

9 個人情報保護  

申し込みに係る個人情報は、本事業のみの目的で使用し、適正に管理します。 

 

10 問い合わせ 

   社会福祉法人茨城県社会福祉協議会 福祉のまちづくり推進部（担当：鬼沢） 

   〒310－8586 水戸市千波町1918  セキショウ・ウェルビーイング福祉会館２階 

     TEL：029-243-3805  E-mail：chiiki@ibaraki-welfare.or.jp 

  

mailto:chiiki@ibaraki-welfare.or.jp


11 会場アクセス 

●公共交通機関の場合 

 ①ＪＲ水戸駅北口5番乗り場から乗車「東原一丁目」下車、徒歩4分。 

・茨城交通は「新原経由・茨大前行き」、「赤塚駅方面行き」、「双葉台方面行き」に乗車。 

・関東鉄道は「常磐大行き」に乗車。 

②JR赤塚駅北口1番乗り場・南口2番乗り場から、茨城交通または関東鉄道「水戸駅行き」に乗車、「東

原一丁目」下車、徒歩4分 

●お車の場合 

自家用車でお越しの際は、アダストリアみとアリーナの駐車場にお泊めください。 

※アダストリアみとアリーナ周辺の商業施設、公共施設、私有地、路上等への無断駐車は絶対にしない

でください。 

   この事業は共同募金会配分金を使用して実施しています。 


